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【概要】 

本報では、第 5次エネルギー基本計画にて示された ZEH政策について、その実現性を左右する消費者

意識に関わる基礎的情報を得るためのアンケート調査を行った。政府は 2030年までに『新築住宅の平

均で ZEHの実現を目指す』という目標を掲げているが、住宅購入者となる消費者の認識については、

ZEHの意味や特徴および政府目標をどの程度認知しているか，ZEH化による負担増を受け入れてZEH

を選択してくれるか等，明確でない点が多い。これらを検討するためのアンケート調査を実施し、結

果につき分析を行った。 

 

【成果】 

本調査の結果、ZEH に対する消費者の認知度・関心は低いことが明らかとなった。しかし、“見える

化”した資料を提示し、ZEH の有益性や環境問題との関わりを理解することで、関心を示すようにな

ることがわかった。また、住宅購入時の優遇条件に対する反応に関しては、初期費用以外の要因を補

助する方がインセンティブとしての効果が高く、また一部の条件では女性の方がその傾向が強いこと

が示された。今後は、年代別の調査対象者数を増やし、購入時の優遇条件をより具体化したシミュレ

ーションでのアンケート調査を行っていくことで、更に正確な消費者購入意向の実態把握と、それに

対応する有効な ZEH 普及対策を見出すことが期待できる。 
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